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新
校
舎
第

J

」

一
期
改
築
工
事

天
体
ド
ー
ム
完
成

新
校
舎
改
築
工
事
も
本
年
は
第
三
期
工
事
が
前

回
と
同
様
、
井
上
工
業
Ｋ
Ｋ
に
よ
っ
て
進
行
し
て

お
り
ま
す
。
教
室
棟
の
東
半
分
、
九
教
室
分
で
す
。

こ
れ
で
教
室
棟
は
一
応
完
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
第
二
期
工
事
（
管
理
棟
東
半
分
）
で
出
来
ま

し
た
建
物
の
屋
上
の
東
側
に
異
彩
を
放
ち
ま
す
天

体
ド
ー
ム
も
、
中
に
三
〇
セ
ン
チ
の
反
射
鏡
二

。

二
一
五
倍
）
十
五
セ
ン
チ
の
案
内
望
遠
鏡
（
幽
（
五

倍
）
が
、
会
員
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
最
優
秀
の
器
具
で
、
研
究
成
果
の
飛

躍
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。一
度

、
ご
高
覧
願
い

た
い
と
と
存
じ
ま
す
。
　
（
4
6回

塩
浦
徳
三
郎
）

校
庭
改
修
に
着
手

校
庭
改
修
に
つ
い
て
は
、
募
金
の
進
捗
状
況
と

校
舎
改
築
工
事
と
に
ら
み
合
わ
せ
て
、
そ
の
着
工

の
時
期
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
い
よ

い

よ
年
度
内
に
工
事
に
か

ゝ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

工
期

は
五
十

　　
年
末
か
ら
五
十
二
年
四
月
末
ま
で

と
な
り
そ
う
で
す
。

そ
の
平
面
図
は
、
校
内
の
校
庭
改
修
委
員
会
で

原
案
を
作
り
、
八
十
周
年
記
念
事
業
委
員
会
の
役

員
会
で
承
認
を
得
た
も
の
が
、
下
に
掲
げ
る
よ
う

な
も
の
で
す
。

校
庭
の
南
に
県
内
の
高
校
で
も
珍
ら
し
い
四

ｉ

ｉ
・

Ｋ
　

ｊ

米
の
ト
ラ
ッ
ク
を
配
し
、
ト
ラ
ッ
ク
の
内
側
に
ラ

グ
ビ
ー
お
よ

び
サ
ッ
カ
ー
場
を
作
り
ま
す
。
野
球

の
ホ
ト
ム
ペ
ー
ス
は
、
銀
杏
１
　ダ
を
そ
の
ま

ゝ
残

す
た
め
に
、
従
来
の
も
の
と
反
対
の
位
置
に
移
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
プ
ー
ル
の
周
囲
に
バ
レ
ー
お

よ
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
四
面
作
り
ま
す
が
、
将
来

も
し
プ
ー
ル
を
他
の
場
所
に
移
転
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
れ
ば
プ
ー
ル
の
跡
に
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
を
更

一
面
作

る
こ
と

が
で

き
ま
す
。

校
庭
改
修
の
目
的
は
、
募
金
趣
意
書
に
も
述
べ

て
あ
り
ま
す
通
り
、
よ

い
表
土
を
入
れ
、
排
水
溝

を
整
備
し
て
水
捌
け
を
よ
く
し
、
使
い
よ
い
グ
ラ

ン
ド
を
作
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
充
分
意
を
用
い
て
、
募
金
に
よ
り
集
ま

り
ま
し
た
貴
重
な
資
金
を
有
効
に
使
う
所
存
で
あ

り

ま

す

。

（

渡

辺

延

　　
教

頭

）

創
立
八
〇
周
年
記
念
事
業
募
金
状
況
の

中
間
報
告
と
お
願
い
に
つ

会
員
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
協
力
に
よ
り
、
募
金

活
動

が
順
調
に
進
み
．
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
、
校

庭
改
修
に
着
手
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
で
、

現
在
ま
で
の
募
金
概
要
を
報
告
致
し
ま
す
．

同
窓
会
一
般
寄
付
は
、
一
．

で
一
八
名
の
方
々

か
ら
、
一
、
一
五
六
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま

し

た

。

会
費
に
お

寄
付
に

い
て
も

お
い
て
も
、
ま
た
同
窓
会
維
持

非
常
に
多
数
の
方
々
が
、
学

校
の
た
め
、
同
窓
会
の
た
め
、
深
い
ご
理
解
を
お

寄
せ
下
さ
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
、
学
校
は
勿
論
、

同
窓
会
長
以
下
役
貝
、
事
務
局
一
同
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
校
庭
改
修
も
計
画
が
進
む
と
、

土
の
厚
さ
も
十
分
な
も
の
に
し
た
く
な
り
、
ま
た

．
χ
ソ

ノ

、

ク
ネ
ッ
ト
等
附
属
設
備
も
必
要
と
な
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
援
助
を
賜
り
た

く
、ヽ
趣
意
書
と
振
替
用
紙
を
同
封
い
た
し
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

同
窓
会
特
志
寄
付
は
、
経
済
界
が
０　
ま
だ
不
況

か
ら
立
ち
直
っ
て
い
な
い
の
に
も
拘
ら
ず
、
一
四

二
の
事
業
所
や
個
人
の
方

々
か
ら
、
四
。
五
六
一

万
円
の
お
申
込
み
と
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
て

特
志
寄
付
は
、
募
金
委
員
長
井
上
卯
一
郎
氏
外
役

貝
の
方
々
の
ご
足
労
に
よ
り
成
果
を
挙
げ
て
居
り

ま
す
が
、
今
年
は
特
に
市
川
清
氏
の
ご
援
助
に
よ

っ
て
、
多
数
の
皆
様
の
ご
厚
志
を
戴
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
特
志
寄

げ
て
お
り
ま
す
。

伺

も

毎
年
着
実
に
成
果
を
あ

同
窓
会
寄
付
は
目
標
に
あ
と
約

コ

二
〇
〇
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
記
念
事
業
完
遂
の
た
め
、
な

お
一
段
の
ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

（
3
9回

戸
塚
興
嗣
）
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昭和51年11月15日 高 崎 高 校 同 窓 会 報 第10号 （2）

昭和51年度同窓会経常会計予算I案（511 Hト12月）　　　　昭和50年度同窓会経常会計報告

収　　入　　 の　　 部 （50年１月～12月）
費　　　　　　　 目 昭51年予 算 備　　　　考

収　　 入　　 の　　 部
前年度からの繰越金 267,852

費　　　　 目 昭50 年予算 実　 収　 入 備　　　 考
入　　　 会　　　 金 405,000 1,000×405

前年度からの繰越 金 226,021 226,021
維　　持　　会　　費 l,200,000

入　　　 会　　　 金 405,000 414,000 公 日1､000 ×406
辿f,ほ､000 ×8

利　　　　　　　 息 10,000
維　 持　 会　 賞 1,200,000 1,267,891

合　　　　　　　 計 1,882,852
利　　　　　　　 息 I,000 17,258

介　　　　　　　 計 1,832,021 1,925,170支　　 出　　 の　　 部

費　　　　　 目 昭51年予 算 備　　　 考

会　　　 議　　　 戮 50,000 1万 支　　 出　　 の　　 部

費　　　　 目 昭50 年予算 実　 支　出 備　　　 考祝　　　 賀　　　 費 100,000 △5 万

会　　　 議　　　 費 40,000 30,580 総会補助等賤　　　 別　　　 費 80,000 △2 万

祝　　　 賀　　　 費 ″ 150,000 76,000
期 別 ・ 地 区 別

クラ7/ や慶　　　 弔　　　 費 80,000 2万

賤　　　 別　　　 費 100,000 49,000 転退職職員通 信 ・ 印 刷 費 100,000 △12万

慶　　　 弔　　　 費 60,000 66,500 香典・花輪旅　　　　　　　 費 60,000 1万

通 信 ・ 印 刷7? 220,000 36,220総 会 通 信・印刷 費 600,000 15万

旅　　　　　　　 作 50,000 39,480 京浜同 窓 余
2 1,･|同　　窓　　会　 報 150,000 ０

総 会 通 信 印 刷 費 450,000 260,092’ ‾`　 事　　　 務　　　 費 550,000 15万

同　　窓　　会　 報 150,000 94,900１　　予　　　 備　　　 費 112,852 △99,169 円

事　　　 務　　　 費 400,000 485,546 ﾉ､什費 りlぽ1
備品　　 ．ｊ　 合　　　　　 計 1,882,852 十50,831

予　　　 備　　　 費 212,021 19,000 図書
会計 校 内 幹 事　 塩 浦 徳 三 郎

角　田　匡　 己

昭 和50 年 度　 庶　 務　 報　 告

特　別　 会　計　へ 500,000

次 年 度 へ の 繰 越 267,852

合　　　　　　　　計 1,832,021 1,925,170

bU.1.Zt）同2ぜ公i忿公　　　　　　　　　尚川4　萌同打伺|.をti政阿「入ぷ－ル

5 .30　 京 浜 同 窓 会 新 入 会 貝歓 迎 今　 東 京　 都 逆 府 県 会館　　　　　　　　　　　 昭 和51 年　 １ 月24 日

7.10　 創 立80 周年 記 念事 業募 金 部　 商 崎　 高崎 高 等学 校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、 。　 ＿．

委 貝 会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 会 計　 校 内 幹 事　　　　　 塩 浦 徳 こ 郎

,.11.20　京浜同窓会総会　　　　　束京　都道府県会館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　角　田　匡　己

で 時 く い 楽 っえ底 な り 名す の 時 人の　 で を再思 生 に通 高 あか 脈 まで と‥ 治 た っで て 教 た みは 私 土
は も　卜出几 た　` につ で前 っお の を 中 あかjし び いは ま学 々 つっとで　` ば 万 会こ た授 前 科 頃に 教 達 空昭
訟 忘 友 は き　・今 響 か 会が か 顔 内 こ を れ を た打 も無 でし とた たし は ロ か 米 とヽ　・業 後 書 ｀は 練 は襲 和　　 五
い れ よ翠 か心　` くし っで り も藤 え 水か 組後 ちか事 昇 た なのか て あ クリマ 運 を戦 が の や 第終 と高 がこ
か て ｀轡 な の 私声 いたて 白 み 校 た上 ら み ｀のけ 卒 華 り゚ から 波 っな で ラ動 一 時 始 脈 ｀二戦 勤中毎 十　 十
゜ い゚ の 五友 達　゜ ヤ゚こ 髪 え 長　 に゚二 無 校 め ぬ業し 友　` もこ 打 た もあ ソ部 つ 中 ま絡 と学 の労 の 日年
五 つ 影 十 がは 流 大 ツ なに る先 本 三 十 言 庭し 高す た 情 私しそ っが の るン の一 に っもこ期 日奉 入 の春　 期
年 ま を期 右 あ水 き　゚ いな　 生゚ 当 々五 の で た 々 る　゚ は 達 れ生 て　` も　゚ 等 創つ で たな ろ と を仕 学 よ　` 　　　＿
後 で 追 同 に の長 などヤ っ学 を に 五年 涙 プ のは 昭 もは な涯 い 私 食お 々 立 と ぎ い どな 迎 と式 う 第　　

同

に もう 窓 左 高 き声 い'ツ た生 は な 々が を ア私大 ず 和は 六 い忘 た達 べ 互　` 　丿 な そ まこ っえ 空 ににこ　　1 宍
元語 よ会 に 中二　` つ　゚ ヤ 時 じっ と 過流 イ達 火で二 や 年　゚ れ　゚ の ず い思 前 もか れ ヽろ た た襲 列繰 次　　jun
気 れう よ居　` 十忘 も卒 ツ 代 めrか集 ぎし ア は があ 十 兄 もい得 い青　` に え 中 ど っで 読 黒　゚ に゚ 席り世　　 ．６ヽ

＝`｀ な に゚ る゚ 高五 れ'こ業 ｀の 十し ったあ ス夢 多 っ六 弟のつ ぬや 春 学 貧ば 定 し た もまく 新 焼 明し 返 界 中 瓦
顔 う ど過 で 々年 得い 後顔 ま 人い だ っト 中感 た年 愛 間 し青 おは 生し な期 て こ 私 さ 塗聞 土け たさ 大　 所
で たこ ぎ は 時 の ぬつ二 は ヽも顔 友 平 た｜ で な　゚ 私 に　` か春 互 そ 服いつ 戦 い と達 れ り紙 の 暮　゚ れ戦　村 肩と
又げ ま去 な代 歳声 も 十 わの の 顔 達和: ム゚消青 し達 近 同　` が い れ も毎 か の っや は るつ の煙 れ第 る 末　　 ．。、
やのでっいに月　｀み胤かヤ先顔はなＥを火年か五いじ高そにでな日し復た途元教ぶよも　｀一一中期
ろ終 も たか も を心 ん年 るツ 生 八゚新 Ｅ囲 活達 し 十 も道 中こ 貧 も いの い 活 絶゚ 気 科 さ う消 夏 学で の　靖
う る 続思　゚ どこ のなぶ が　` 方 当 十緑　 ん 動 を　` 期 の をはにし 脈 ま中 こ　` 自 え だ書 れな え 休 期　` 本

校 る 我 と 合 年　 通 大 ッ ｜ 球 論　 る 高 た 出 へ　 発 ら ぇ 状 六 毎 五 出 居 し 高 で 各 歌　 く 会 れ ま 事 み 和

の　 ゜が な 唱 に 今 り､会 プ ｀　` で 高 が 々　 ゜し 送 第 表 元 り 況 十 回 六 席 先 合 五 あ が い 途 大 場 で か に 且 四 和　　 。＿

一一創高るが一一後花　｀クバラあ々　｀五創介り一す気もで通三回も生わ六つ浸な中変でもせなつ十和　　打

層 立 々 な　｀度 は の 国 ラ レ グ る 時 今 六 立 い　｀回 る な 町 あ が 百 を 頂　｀せ 会 た り が で に は 四 ず つ話 八 三

の 八 五 ら 旧 の 高 五 体 ス １ ビ が 代 か 会 八 母 第 に の 使 か る 返 通 迎 き 市 た1‾　゜ ｀ら 円 盛 卒 十　｀た し 年 十 高　
く

発 十 六 ば 友 恩 々 十 に の ボ １ ｀の ら と 十 校 二 は が り ら が 送 の ぇ 又 川 ゜と 出 本 過 陣 り 業 一 幹 ゜て 二 二 片　 ぞ

展 周 回　｀と 師 五 六 も 成 ｜　｀連 我 楽 し 周 に 回　｀楽 を　｀　` 　` 案 様 会 先 第 し 席 当 ぎ を 上 以 名 事 急　｀月 年 五

を 年 の 杜 の を 六 期 多 績 ル 柔 動 々 し て 年 鯉 に 有 し 書 南 欠 約 内 と 貝 生 二 毎 者 に に 作 っ 来 の 五 な 旧 ｀のJI:Z/

心 を 意 会 語 囲 会 と く を　｀退 部 五 み 送 に の は 志 み き は 席 五 状 し も　｀回 年 全 な し り た 始 出 人 話 交 地 卒fj　 ’自･

よ 目 義 の ら む の 自 の 残 陸　｀の 十 で り は ぼ 出 が で そ 四 者 十 を て 増 下 高 二 貝 つ 高 肩 同 め 席 も し を 元 業
幹

『司

り 前 も 中 い 集 一一負 同 し 上 剣 活 六 あ 度　｀り 席 募 あ ぇ 国 の 通 発 い ぇ 山 々 月 で か 々 を 期 て を 大 な あ 同 以 事　 々

祈 に 増 堅 が い 層 す 期 ｀等 道 躍 期 る い 何 と 者 余 る て 高 中 が 送 る て 先 五 に こ し 時 組 会 顔 得 変 の た 期 来　 五

る し す と 少 が の る 生 関 県　｀も 生　 ゜と か 吹 仝 し　 ゜く 松 で 返 し　 ゜盛 生 六 開 の く 代 み と を る で で た 生 十

も た も し し　｀結 次 が 東 内 水 素 は　 話 意 き 貝 て　 れ ｀も 信 て　 会 他 会 会 同 ｀の ｀な 合 事 あ 連 め の 六 生 六

の 母 の て で 校 束 第 活 大 で 泳 晴　｀　 し 義 流 が 母　　 ｀九 北 な い　 裡 諸 か す 期 楽 思 校 っ せ か っ 絡 よ 間 年　　 ふ

で 校 と 活 も 歌 を で 躍 会 は　｀し 学　 合 あ し 寄 校　 出 州 は し る　 に 先 ら る 会 し い 歌 た る 出 た も う で ぶ 方　7i

あ 高 確 躍 心 翠 期 あ し　｀常 サ く 業　 っ る を 附 野　 席 大 北 と が　 第 生 は 事 を い 出 翠 ゜者 来 が 思 と ‥ り　将

る崎信すの轡しる文全に゛ﾉ　｀は　て物送金球　者分海云　｀　五の　｀を斗‾‘に枡　もた　｀う云夕の夫

゜高 す る 糧 の　｀ ゜字 国 卜 力 野 勿　 い を っ を 部　 に か 退 う 約　 回 御 安 申 高 夜 各 を　 多　 ゜そ に う 飲 昭



1年11 月15H
ｒ
ａ

和昭報会窓同校高崎
.l.

局

（3） 第10 号

コ
チ

の
昨
今

栗
　

原
　
重

･士･
ロ

高
中
第
十
九
回
卒
業
生
が
五
年
生
の
時
か
ら
私

は
十
七
年
間
に
わ
た
っ
て
同
校
に
勤
め
た
が
、
今

八
十
一
才
の
私
も
そ
の
頃
に
は
血
気
盛
ん
な
青
年

だ
っ
た
わ
け
だ
。
教
え
子
の
中
に
は
博
士
、

社
長
、
大
臣
、
そ
の
他
各
方
面
で
偉
く
な

っ
て
い
る
人
が
数
限
り
な
く
あ
り
、
ど
ん

な
に
偉
く
な
っ
て
も
時
折
逢
っ
て
み
る
と
、

懐
か
し
そ
う
に
「
先
生
…
…
」
と
云
っ
て

く
れ
る
。
先
生
と
い
う
仕
事
の
有
難
さ
を

今
更
し
み
じ
み
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。
こ

ん
な
こ
と
な
ら
あ
の
頃
な
ぜ
も
っ
と
だ
い

じ
に
し
て
や
ら
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

コ
チ
だ
っ
た
か
ら
な
ア
…
…
。

「
俺
は
百
六
十
ま
で
生
き
る
」
と
豪
語
し

て
い
た
コ
チ
も
、
今
は
視
力

が
弱
く
な
っ

た
の
で
、
不
本
意
な
が
ら
来
年
度
か
ら
は

県
庁
も
学
校
も
勤
め
は
す
っ
か
り
止
め
る

こ
と
に
し
た
。
し
か
し

ま
だ
コ
チ
は
ボ
チ

（
墓
地
）
に
移
る
わ
け
で
は
な
い
。
若
い
諸

君
の
活
躍
を
眺

め
な

が
ら
庭
の
花
作
り
、

野
菜
作
り
を
楽
し
み
に
余
生
を
送
ろ
う
と
思
っ
て

い
る
。

（
な
お
栗
原
先
生
の
住
所
は
左
記
の
通
り
で
す
。
）

高
崎
市
大
橋
町
二
五
九

電
話
（
○
二
七
三
）
如
　
一
五
〇
四

バ
ラ

と
人

生

塚
　
田
　

と
ほ
る

ソ
ロ
モ
ン

ー
グ
ラ
ン
デ
ィ
ー
ヽ

月
曜
に
誕
生
、

火
曜
に
命
名
、

水
曜
に
結
婚
、

木
曜
に
発
病
、

金
曜
に
悪
化
、

使
１

堂

勿

う
Ｉ
レ
ｙ
］

々

４

永

六

沁
。

t
Ｓ
６
Ｘ
４

　
　
限

･力 偏 図

ち ｊ`４ ｊｋ刄汰

ｇ

ｙ

　
く

ｔ
ｙ
ｙ

、

土
曜
に
往
生
、

日
曜
に
埋
葬
、

ソ
ロ
モ
ン

ー
グ
ラ
ン
デ
ィ
ー

こ
れ
で
お
し
ま
い
。
　
⑧

カッ ト　 塚 田 と ほ る 先 生

こ
の
童
謡
に
は
人
間
の
生
と
死
を
ユ
ー
モ
ラ
ス

に
謡
っ
て
い
る
の
で
マ
ザ
ー
・
ダ
ー
ス
の
詩
の
中

で
も
好
き
だ
。

藤
田
嗣
治

二

八
八
六
～

　　
九
六
八
）
の
黄
金
。

時
代
の
作
品
に
「
ア
コ
ー
デ
オ
ン
の
あ
る
静
物
」

（

　　
九

二

二

年

作

）

が

あ

る

。

6
0大

の

縦

の

画

面

の

上

牛

分

に

年

令

の

推

移

ｍ

Ｅ
Ｇ

Ｒ
Ｅ
ｓ
　

Ｄ
Ｅ
ｓ
　

Ａ

Ｇ

Ｅ
５

）
の

絵

が

額

に

入

れ

て

か

ゝ

つ

て

あ

る

。

こ

れ

は

誕

生

か

ら

死

ま

で

人

生

の

十

三

段

階

が

描

か

れ

た

フ

ラ

ン

ス

風

の

絵

紙

で

藤

田

は

こ

の

絵

に

随

分

と

執

着

し

て

静

物

の

中

に

模

写

し

て

い

る

。

十

七

世

紀

の

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

は

静

物

画

の

中

に

好

ん

で

頷

骸

や

バ

ラ

一

輪

を

添

え

た

り

し

て

好

ん

で

人

間

の

空

し

さ

を

表

現

し

た

時

代

が

あ

る

。

フ

ラ

ン

ス

の

詩

人

ピ

エ

ー

ル

ー
ロ

ン

サ

ー

ル

は

人

生

と

バ

ラ

を

テ

ー

マ

に

、

ば

ら

も

人

生

も

は

か

な

い

故

に

詩

の

テ

ー

マ

に

な

る

と

謡

っ

て

い

る

。

ス

ペ

イ

ン

の

ス

ル

バ

ラ

ン

（

一

五

九

八

‘ｊ

一

六

六

四

）

に

「

聖

フ

ラ

ン

チ

ェ

ス

コ

の

奇

蹟

」

と

言

う

絵

が

あ

る

。

そ

れ

は

、

自

ら

の

肉

欲

を

制

す

る

為

に

バ

ラ

の

と

げ

の

上

に

身

を

こ

ろ

が

し

て

、

流

し

た

血

の

滴

り

が

バ

ラ

の

花

に

な

っ

た

と

い

う

奇

蹟

で

あ

る

。

ば

ら

に

は

そ

の

ま

ま

で

造

型

的

な

形

式

美

が

あ

る

。

だ

か

ら

多

く

の

画

家

は

そ

の

美

の

祭

壇

の

前

に

ぬ

か

づ

く

の

だ

が

。

此

頃

、

淡

は

大

き

な

画

面

に

何

と

か

バ

ラ

の

絵

の

集

大

成

を

試

み

た

い

と

思

っ

て

い

る

。

⑩

原

詩
Ｓ
ｏ
ｌｏ
ｍ
ｏ
ｎ
　
Ｇ
ｒ
ｕ
ｎ
ｄｙ
ｏ

Ｂ
ｏ
ｒ
ｎ
 
ｏ
ｎ
 
ａ
 
Ｍ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
ｙ
s

（
Ｘ
ｈｒ
iｓ
ｔ
ｅ
ｎ
ｅ
ｄ
 ｏ
ｎ
 
Ｔ
ｕ
ｅ
ｓ
ｄ
ａ
ｙ
 
s

Ｍ
ａ
ｒ
ｒ
ｉｅ
ｄ
 ｏ
ｎ
 
Ｗ
 ｅ
ｄｎ
ｅ
ｓ
ｄ
ａ
ｙ
ｏ

Ｔ
ｏ
ｏ
ｋ
 
ｉ
ｌ
ｌ
　ｏ
ｎ
 
Ｔ
ｈ
ｕ
ｒ
ｓ
ｄ
ａ
ｙ

ｏ

Ｗ
 ｏ
ｒ
ｓ
ｅ
 
ｏ
ｎ
 
Ｆ
ｒ
ｉ
 ｄａ
ｙ
s

Ｉ
）
ｉｅ
ｄ
 ｏ
ｎ
　
５
ａ
ｔｕ
ｒ
ｄ
ａ
ｙ
s

Ｂ
ｕ
ｒ
ｉｅ
ｄ
 ｏ
ｎ
　
５
ｕ
ｎ
ｄ
ａ
ｙ

　

Ｔ
ｈ
ｉｓ
 
iｓ
 
ｔ
ｈ
ｅ
 
ｅ
ｎ
ｄ

Ｏ
ｆ
 Ｓ
ｏ
ｌｏ
ｍ
ｏ
ｎ
　（
ｌ
ｒ
ｕ
ｎ
ｄｙ
o

（
マ
ザ
ー
・
ダ
ー
ス
の
唄
＝

平
野
敬
一
著
よ
り
）

同

窓

各

位

昭

和
5
0
年
1 ］

月

群
馬
県
立
高
崎
高
等
学
校
同
窓
会
長

小

山

長

四

郎

同
窓
会
維
持
会
費
に
つ
い
て
の
お
願
い

時
下
ま
す
ま
す

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
よ
ろ
こ
び

申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
高
崎
高
等
学
校
同
窓
会
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
日
頃
よ
り
ご
高
配
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
。
ご
承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
総
会
の

決
定
に
よ
り
、
昭
和
4
7年
度
よ
り
維
持
会
費
（
会

員
一
人
当
り
年
額
一
口
一
、
〇
〇
〇
円
一
口
以
上

を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お

常
任
理
事
会
で
常
任
理
事
に
つ
い
て
は
五
口
五
、

〇
〇
〇
円
、
理
事
に
つ
い
て
は
、
三
口
三
、
〇
〇

〇
円
お
願
い
す
る
こ
と
に
申
し
合
わ
せ
て
あ
り
ま

す
。な

に
と
ぞ
同
窓
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
同
窓

会
運
営
の
た
め
、
ご
賛
同
を
賜
わ
り
、
ご
協
力
の

程
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
納
入
に
は
同
封
の
維
持
会
費
納
入
用
の
振

替
用
紙
泡
ご
利
用
下

さ
Ｘ
．

０

Ｌ
Ｖ

追
記
　
八
十
周
年
記
念
事
業
用
の
振
替
用
紙
も

同
封
し
て
あ
り
ま
す
。

¬

す
い
ら
ん
体
育
会
」
の
現
況

さ
る
五
月
、
五
十
一
年
度
総
会
が
開
か
れ
、

員
の
改
選
の
結
果
。
次
の
通
り
決
定
さ
れ
た
。

役

会
　

長
（
5
0
回
）
国

峰
善

次
郎
氏

副
会
長
（
り一
回
）
勝
俣
　
　

真
氏
（
会
計

担
当

）

”
　
　（
6
1
回
）
友
松
　

敬
三
氏
（
庶
務
担
当
）

”
　
　（
5
7
回
）
本
多
　
　

饒
氏
（
行
事

担
当
）

な
お
田
中
彰
氏
（
5
0
回
）
が
会
報
編
集
長
と
し
て

各
ク
ラ

ブ
Ｏ
Ｂ

会

の
連
絡
調
整
に
あ
た
る
こ
と
に

な
り
ま
し

た
。

係
で
は
同
窓
生
の

ご
希
望
に
そ
っ
て
「
旧
師
の

コ
ラ

ム
」
を
う
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
消
息
を

知
り
た
い
恩
師
名
を
係
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。
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京
浜
・

4
6回地 同
岸 区

ふ

こＺｉ

芳
　

彦

編
集
係
よ
り
京
浜
同
窓
会
に
つ
い
て
、
何
か
書

く
よ
う
に
と
の
こ
と
な
の
で
、
当
会
の
現
況
に
つ

い
て
記
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

戦
前
に
創
立
さ
れ
た
京
浜
高
中
会
は
、
戦
火
の

た
・
め
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
戦
後
よ
う
や
く
再

建
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
十
六
年
に
な
っ
て
か
ら
で

し
た
。

そ
の
後
年
々
隆
盛
の
途
を
た
ど
り
、
現
在
で
は

会
員
数
千
八
百
余
名
、
そ
れ
ぐ

政
財
学
官
等
各

界
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
お
り
、
文
字
通
り
自
他

共
に
認
め
る
京
浜
高
々
会
に
発
展
し
て
来
ま
し
た
。

主
な
行
事
と
し
て
は
、
春
に
行
う
新
入
会
員
歓

迎
会
、
秋
に
行
う
（
年
次
）
総
会
で
す

が
、
そ
の
ほ

か
年
に
数
回
は
幹
事
会
を
開
き
、
時
に
は
新
年
会
、

忘
年
会
、
旅
行
会
等
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
機
関
誌
一
「
翠
轡
」
は
春
に
、
名
簿
は
秋
に
毎

年
欠
か
さ
ず
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

為
の
編
集
会
議
も
頻
繁
に
行
い
、
甲
論
乙
駁
、
時

に
は
激
し

い
や
り
取
り
に
な
り
、
こ
れ
も
又
楽
し

い
も
の
で
す
。

因
み
に
こ
の
「
翠
轡
」
の
表
紙
の
題
字
は
戦
後
の

初
代
会
長
を
つ
と
め
た
第
一
期
の
故
宮
部
二
郎
氏

（
弁
護
士
）
の
も
の
で
、
又
絵
は
二
十
四
期
の
故
山

口
薫
氏
（
画
伯
、
芸
大
教
授
）
の
筆
に
よ
る
も
の

で
す
。
創
刊
号
発
行
の
時
に
、
特
に
お
願

い
し
て

か
い
て
も
ら
っ
た
も
の
で
、
爾
来
こ
れ
を
毎
号
続

け
て
使
用
し
て

い
ま
す
。
現
編
集
長
は
二
十
二
期

の
南
雲
今
朝
雄
氏
（
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
大
教
授
）

で
、
前
編
集
長
は
十
二
期
の
蝋
山
政
道
氏
（
東
京

十
九
期
の
高
間
繁
氏
（
明
星
電
気
会
長
）
で
事
務

局
も
銀
座
の
同
社
内
に
あ
り

ま
す
。

都

教

育

委

員

長

）

で

し

た

。

な

お

当

会

の

会

長

は

１
　
１
 
ｒ
ｒ
ｒ
　
ｓ
 
Ａ
 
Ｌ
ｒ
ｓ
Ｗ
ｒ
　
９
１
Ｘ
ｆ
Ｘ
Ｊ
 
Ｉ
　
Ｘ
 
ｒ
ｖ
ｒ
ｓ
　
ｓ
Ｘ
 
ａ
 
ｑ
ｏ
ｇ
ｊ
ｏ
ｌ
ｓ
　
Ｓ
　
ｏ
Ｓ
ｏ
ｌ
一
ト
ｒ
ｓ
ｌ

り

関

西

地

区

3
1回
　

福
　
田

一

郎

高
中

の
大
先
輩
で

デ

ビ
ス
カ
ッ

プ
の
元
日
本
代

表
選
手

清
水
善
造
氏
（
７

）
は
予
て

よ
り
、
終
戦
後

関
西

に
同
窓
会

の
設
立
を

企
図
さ
れ
、
そ
の
実

施

を
私
に
依
頼
さ
れ
ま
し

た
。
し

か
し
丁

度
、
世
間

の
混
乱
し
て

い
る
時
期
で

も
あ
り
、
仲

々
思
う
よ

う
に
任
せ
ま
せ
ん
で
し

た
。

所

が
時
日
も
経
過
し
て

い
る
中

に
四

十
年
十
一

月
此
所

大
阪

の
地
に
県
事
務
所
並
に
県

観
光
案
内

所

が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
を
機
に
県
人
会

結
成
の
機

運

が
高
ま

り
、
遂
に
四

十

　　
年
六
月
に
結
成
を
見

。
ま
し

た
。
そ
し
て
県

人
会

が
出
来

る
と
そ

の
中

に

同

窓
生
も
集
ま
り
、
そ
れ
に
県
関
係

の
方

の
支

援

も
あ
っ
て

。
四
十

七
年

、
石

坂
収
氏
（
2
3）
を
会
長

に
推
し
て

発
足
し
ま
し

た
。
発
会
式
に
は
前
記

清

水
氏

は
健
康
上

の
理
由
で
欠

席
で
し

た
が
、
大
先

輩
田
中
精

一
氏
（
1
2）
田
中

金
司
氏
（
1
2）
を
始

め
約

三
十
名

が
出

席
し

一
同

「
翠

轡
影
を
浮

べ
て

は
」

の
応
援
歌
を
浪

速
の
空

一
杯
に
響
け
と
許
り
斉
唱

感
涙
に

咽
び
ま
し

た
。
其

後
年

一
回

の
会
合
を
持

ち
現
在
に
到

っ
て

お
り
ま
す

。
由
来
、
当
地

が
母

校
よ
り
遠
隔
地

の
た
め

か
創
設
後
約
十
年
に
な
り

ま
す

が
、
会
員
数
も
当
初
よ
り
増
加
せ
ず
、
転
勤

等
で
む
し

ろ
減
少
の
感
さ
え

あ
り
ま
す

。
こ
ん
な

訳
で
す

か
ら
同
窓
の
諸
君
も
今
後

ど
し

く

関
西

方
面

へ
進
出
さ
れ
る
様
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
会
員
数
は
約
五

十
名
、
そ
の
中

、
年
一
回

の
会

に
出
席
者
は
十
五

か
ら
二

十
名
位

で
す

。
清

水

・
両

田
中

さ
ん
等
は
老

令

の
た
め
最

近
は
お
見

え
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
石
上
（
1
4
）西

岡
（
2
0）
先
輩

は

毎

回
元

気
な
お
顔
を
見

せ
ま
す

。
総
会

は
高

々
の

み
で
す

が
、
｀
．
ｙ
の
懇
親
会

は
近
年
高

商
と
合
同

で
行
い
、
和
気
あ
い
く

の
裡
に
親
睦
の
実
を
あ

げ
て
ぃ
ま
す
。
同
窓
生
も
数
に
於
て
は
少
数
で
す

が
、
地
元
の
商
工
業
・
金
融
界
そ
の
他
各
分
野
に

進

出

活

躍

し

て

お

り

ま

す

。

そ

の

活

動

の

間

、

吾

ｉ
－
　
１

等

関

西

同

窓

生

の

い

つ

も

心

に

念

ず

る

こ

と

は

、

進　 学　 状　 況

生
涯
に
一
度
だ
け
で
よ
い
、
甲
子
閲
原
頭
母
校
の

応
援
歌
を
絶
唱
出
来
る
秋
の
来
る
こ
と
を
…
…
。

そ
の
日
の
一
日
も
早
か
ら
ん
こ
と
を
期
待

、
且
つ

は
校
並
に
同
窓
会
の
発
展
を
祈
っ
て
筆
を
掴
き
ま

す
。

同
窓
会
名
簿
係
Ｉ

名
簿
係
か
ら
の
お
願
い

新
同
窓
会
会
員
名
簿
予
約
受
付
け
に
つ
い
て

来
年
６
・
７
月
頃
、
５
年
ぶ
り
同
窓
会
タ
‥簿
が

発
行
と
な
り
ま
す
。
前
回
、
昭
和
4
7年
版
（
半
年

遅
れ
ま
し
た
）
発
行
直
後
よ
り
今
日
ま
で
。
引
続

き
訂
正
の
事
務
は
続
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
毎
年

の
全
会
貝
へ
の
通
知
の
機
会
を
と
ら
え
て
の
異
動

調
査
、
各
期
の
幹
事
の
方
々
の
同
期
会
の
把
握
、

地
域
、
職
域
別
の
同
窓
会
、
各
部
、
校
友
会
の
Ｏ

Ｂ
会
等

々
、
各
方
面
の
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
御
尽
力

に
よ
り
改
訂
作
業

が
順
調
に
進
め
ら
れ
、
予
定
通

り
来
春
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
名
簿

原
簿
の
全
面
書
き
か
え
と
郵
便
番
号
、
電
話
番
号

も
新
し
く
書
き
加
え
て
一
応
原
稿
を
完
成
さ
せ
て

お
り
ま
す

が
、
今
日
で
も
連
日
。
一
枚
、
二
枚
の

異
動
の
通
知
が
届
き
ま
す
。
膨
大
な
同
窓
生
を
抱

え
て
お
り
ま
す
と
、
完
璧
を
願
っ
て
お
り
ま
す

が

一
抹
の
不
安
が
残
り
ま
す
。
尚
一
層
の
御
援
助
を

い
た
だ
き
、
更
に
正
確
を
期
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

そ
こ
で
こ
の
機
会
に
前
回
同
様
、
次
の
要

領
で

一
般
の
予
約
を
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で
お
申
込

み
下
さ
い
。

―
一
部
領
布
価
格
　
　
　

二
、
〇
〇
〇
円

郵
送
料
・
諸
費
用
　
　
　

五
〇
〇
円

合
　
計
　
二
、
五
〇
〇
円

２
　

振
替
用
紙
（
同
封
の
も
の
）
で
送
金
願
い
ま

す
。

３

領
収
書
は
振
替
用
紙
の
も
の
で
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

４
　

部
数
集
約
の
た
め
早
め
に
御
申
込
み
下
さ
い

種　 別　 介　 計 49 年 50年 51 年

Ａ　 国　 立　 一　 期 90 101 92

Ｂ　 国　 立　 二　 期 61 77 78

Ｃ　 公　　　　　　 立 15 14 ９

Ｄ　 私　　　　　　 立 345 389 430

Ａ 十 Ｂ 十 Ｃ 十 Ｄ 511 581 609

準 大 学 ・ 短 大 ・ 各 種 ７ ６ ４

総　　　　　　 計 514 587 613

卒　 業　 者　 数 369 362 359

現 役 進 学 者 数 133 126 144

合 格 者 ／ 進 学 希望 者 '36.1 ％ 34.8 ％ き0.2％

4良 50 年 51年 49年 50年 51 年

北　　 大 10 ６ ８ 青 学 大 17 14 18

東 北 大 21 18 14 学 習 大 ３ 10 １１

千 葉 大 11 ７ 13 慶 応 大 26 31 31

束　　 大 ５ 20 14 芝 浦工 大 ｌ ５ ４

一 檎 大 11 ４ ３ 上 智 大 ９ 11 10

東 工 大 ２ ４ ６ 中 央 大 29 32 39

筑 波 大 ７ ７ ４ 束 海 大 ３ ３ ４

新 潟 大 11 14 12 東 京電 機 １ １ ２

金 沢 大 ３ ５ ２ ﾀ/　　理 科 17 22 35

京 都 大 ３ ８ ５ Z7　　医 大 ５ １ １

群　　 大 30 34 37 東 洋 大 ６ ５ ５

埼 玉 大 ７ 11 ６ 日 本 大 22 22 21

束 外 大 １ ２ １ 法 政 大 23 28 15

山 梨 大 １ ２ １ 明 治 大 50 41 38

仁 州 大 ８ ７ ３ 立 教 大 13 26 25

横 国 大 ４ ５ ４ 立 命 大 ４ 11 15

鳥 経 大 ７ ８ ６ 同 志 社 ５ ６ ８

横 市 大 ６ ３ ３ 早 稲 川 大 43 61 65
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